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京都女子大学家政学部生活福祉学科に着任して 11 年

目になる。2004 年 4 月にそれまでに過ごした環境から

全く違った新設学科に来て随分楽であることに感激し

た。それまでは早朝から午後にかけて週 2 回の外来診

察担当，3 時間に及ぶ週 1 回の病棟総回診，週 1 ～ 2 回

18:00 から 2 時間以上に及ぶ症例検討会，さらに授業と

当直もある多忙な生活を送っていた。生活福祉学科は新

設学科であったため初年度授業は 1年生だけに教えれば

よいのである。研究に割ける時間が増えたことは大変う

れしいことであった。あと数ヶ月で退職を迎えようとし

ている。退職に際して特別論文の寄稿を依頼された。こ

れを機会に京都女子大学就任後に発表した学術論文につ

いてまとめ，若干の解説を加えようと思う。他に日本語

での解説論文，総説，教科書などもあるが，本稿では学

術論文に限って取り上げる。テーマ毎に分類し，古いも

のから新しいものへ並べ，通し番号を付けた。また私の

学会発表や論文発表内容が新聞などの報道に取り挙げら

れた記事を最後に示す。

栄養疫学関連論文

高血圧や脂質異常など循環器疾患の危険因子が国民に

どの程度存在するのかを調べるため 10 年ごとに国が実

施している調査が循環器疾患基礎調査である。その横

断調査を追跡（縦断）研究に止揚したのが滋賀医科大

学教授（当時）の上島弘嗣教授で，その研究を NIPPON 

DATA 研究と名付けた。上島弘嗣教授から NIPPON 

DATA 研究のデータセットを用いた研究を行うようにと

お誘いを受けて解析を始めたのが 2003 年始めで，京都

女子大学へ着任するほぼ 1年前のことであった。そのと

き既に京都女子大学に移る予定であり，研究内容をより

広い範囲の人々に興味持っていただき，理解される分野

を含めるべきだと思い，研究テーマの一つに栄養と健康

に関するものを追加することにした。栄養摂取に関して

NIPPON DATA 研究データセットには循環器疾患基礎調

査で行われた食品摂取頻度調査による少ない項目のデー

タしかなかった。これは同一調査対象により精細な栄養

調査を行う国民栄養調査がなされることが判っていたの

で，研究調査を円滑に行うため食品摂取頻度調査項目が

極限に減らされたためであった。

最初まず鶏卵摂取頻度と健康に着目した。日本で本

格的な高コレステロール血症治療薬が発売されたのが

1989 年で，その頃から血清コレステロール値が高い患

者さんにコレステロールが多く含まれる食品，とくに鶏

卵摂取を減らすようにとの指導が臨床現場でよく行われ

るようになった。しかし驚くことに疫学研究で鶏卵を多

く食べる程心筋梗塞など動脈硬化性疾患の発症や死亡が

増えるとの事実を示した報告は欧米にも日本にもなかっ

た。欧米に比べて日本では食品に含まれるコレステロー

ルが鶏卵由来である割合が高いという事実があるので，

日本での検討する必要あった。1980 年の循環器疾患基

礎調査を基にした NIPPON DATA80 のデータセットを

解析した結果，女性では鶏卵摂取を制限していた人が心

筋梗塞や脳卒中の死亡率が低い傾向にあり，総死亡は有

意に減少していた［論文 1］。男性ではこの関連はみら

れなかった。その理由は，男性は女性に比べて外食も多

く，自身で料理をする男性も女性より少ないと想定でき

る。このため頻度法調査に際して男性においては鶏卵摂

取量に過誤が生じた可能性がある。従って男性において

鶏卵摂取は制限しなくても安全であるとの結論は危険を

伴う可能性があると考えた。この結果を 2003 年 9 月の

日本心臓病学会で報告したところ，発表内容が新聞に掲

載され，大騒ぎとなった［図 1］。その後米国でも追試

解析が行われ，糖尿病がある高リスク患者では鶏卵摂取

頻度と心血管疾患発症・死亡率に正の関連があることが

示された。我々も 1990 年と 1992 年から追跡開始した

厚生労働省研究班「多目的コホート研究（JPHC 研究）」

のデータセットを解析したところ鶏卵摂取頻度と心筋梗

塞の発症リスクの間には，関連が認められなかった［論

文 4，図 2］。しかしこの研究では，血清総コレステロー

ル値が卵を制限しているグループは他のグループに比べ

かえって高くなっていた。その理由としては，卵の摂取

量の少ないグループに，もともと健康診査などで総コレ京都女子大学家政学部生活福祉学科

特別論文

京都女子大学 11 年間の研究を振り返って

中村　保幸
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ステロール値が高かったために，健康のために卵の摂取

頻度を減らした人たちが少なからず含まれ，その影響が

現れた可能性がある。つまりコレステロールに関する健

康教育が普及した集団では原因と結果が逆転したといえ

よう。鶏卵摂取頻度と心血管疾患，糖尿病との関連に関

する研究としてその後我々は多くの研究結果を統合させ 

て解析する＝メタ解析に参加することができた［論文 21］。

次に魚摂取が心血管疾患死亡率や潜在的動脈硬化によ

い影響を与えるという研究結果を日本疫学会に発表し

た。この発表結果は日本だけでなく日本の英文紙を経て

世界各国に報道されたようである［図 3，4］。その一部

フランス紙のコピーはフランスの研究者から論文になれ

ば別刷を欲しいとの手紙に入っていた［図 5］。しかし

米国の学会誌に投稿すると査読者が比較基準とするグ

ループを変えるように求めたので論文となったときは全

く中立の結果となってしまった［論文 2］。つまり日本

人のほとんどが十分量の魚を摂取しているのでグループ

間で予後に差がないという結論である。学会発表と論文

内容が変わることは疫学分野にはたまに起こることであ

る。なお魚摂取と健康に関する研究では米国在住の研究

者から誘いを受けてメタ解析にも参加させて頂いた［論

文 19］。つぎに飲酒と心血管疾患死亡率や潜在的動脈硬

化についてもいくつかの論文を発表している［論文 3，

6，11，図 6］。概して適度の飲酒は動脈硬化性疾患の予

防になることを示した。総合的な解析として減塩に心が

けた日本食が心血管疾患死亡率や総死亡を低下させるこ

とを示した［論文 8，26］。食品摂取頻度法によるデー

タを用いた解析ではこの他に中年期に肉を比較的多く食

べていた人の方が少なく食べていた人に比べて高齢者に

なって要介護となる比率が低いことを示したものがあ

る。これは Reuter に取り上げられ［図 7］，米国の ABC

テレビでも報道されたとのことである。

最近 NIPPON DATA80 と秤量法によるより詳細な栄

養調査を行った国民栄養調査結果を結合することに成功

した。これで 1日の総摂取カロリー他，三大栄養素摂取

の総摂取カロリーに占める割合もデータとして扱える。

そこで解析したのが糖質制限食の安全性と有効性につい

てである。大学同級生の江部先生は自身も糖尿病であ

り，糖質制限食を実践してその有効性を実体験している

し，広範な糖質制限食普及活動を行っている。ところが

昨年 2013 年に発表された欧米のデータをメタ解析した

結果によると糖質制限食は総死亡を増やす可能性がある

とのことであった。日本での糖質摂取のエネルギー比率

は以前と比べて減って来ているものの 55～60％で欧米

の 45％程度と比べてまだ高いのが現状である。さらに

1980 年代には高度の糖質制限を実行している一般人は

少ないと想定されたので，比較的軽度の糖質制限食が心

血管疾患死亡および総死亡に及ぼす影響について検討し

た。その結果女性では糖質摂取率を 45～50％程度に軽

度の糖質制限していたグループでの心血管疾患死亡およ

び総死亡が糖質制限していなかったグループに比べて有

意に低いことが判明した。しかし，男性では有意な関連

は認められなかった。男性は外食が多いこと，喫煙など

他の危険因子の頻度が高いことによる効果の希釈が原因

として想定された。またさらに高度の糖質制限食の安全

性についてはそのような研究参加者がいなかったので不

明であった［論文 24，図 8］。

NIPPON DATA とは別の研究である INTERLIPID 研究

のデータ解析も行った。これはシカゴの Stamler 先生が

中心となって行われた栄養と血圧の関連を明らかにす

る研究である INTERMAP の副研究である。INTERMAP

は国際共同研究でアメリカ，日本，イギリス，中国の

17 集団，40-59 歳男女 5,000 人のランダムサンプルを対

象として 24 時間蓄尿 2 回，4 日分の栄養調査行われた。

その内ハワイ在住の日系米人と日本の 4集団には脂質を

中心に血液検査が行われた。この研究を INTERLIPD と

呼んでいる。INTERLIPID 研究による論文をリストした

［論文 7，10，17，18，20，22］。比較的最近注目されて

いる脂肪細胞から分泌されるアディポネクチンおよびレ

プチンに関して栄養摂取が及ぼす影響，その日系米人と

日本在住日本人との比較，またレプチンが血圧，食欲に

与える影響について研究した論文である。

心血管疾患危険因子関連論文

論文 27～73 は種々の心血管危険因子，血清指標と心

血管疾患との関連に関する論文で国内外の多数の共同研

究者が主著の論文を含む。注目を集めているメタボリッ

クシンドロームに関する論文も多く含まれている。論文

68 はメタ解析の論文で，論文の中身にある解析データ

を提供した多数の共著者リスト一人に挙げられている。

心電図関連論文

論文 74～80 は心電図に関連する論文である。今の形

に近い心電図検査法を最初に発表したのはオランダの心

臓病学者 Einthoven で 1895 年のことである。100 年以

上前に開発された診断技術でもまだまだ研究する価値は

ある。論文 74，75，77，79，80 は病人にとって意義あ

る心電図所見が一見健康そうな一般住民にとっても予後

を予知する意義があることを示した。論文 78 は魚由来

多価不飽和脂肪摂取と心電図所見を絡み合わせてその意
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義を示した研究である。論文 76 は心電図発明以来その

意義が不明であった水平面での時計方向軸回転および反

時計方向軸回転の所見に関する研究論文である。この研

究のきっかけは心電図所見を分類する方法：メネソタ

コードの研修会で講師を務めた岡村智教博士の発言であ

る。「心電図ではあらゆる所見についてメネソタコード

を付けて分類する。全てに臨床的意義があるかどうかは

不明だが，とにかくコーディングする。例えば時計方向

軸回転および反時計方向軸回転がその例である。」この

発言をヒントに早速 NIPPON DATA80 のデータセットを

解析した。その結果，他の心電図所見および交絡因子と

は独立して時計方向軸回転は男および男女の心血管死と

正の関連が，反時計方向軸回転は男および男女の血管死

と負の関連があることが判明した。100 年を超える心電

図研究史上初めての発見であるので NIPPON DATA が発

表された論文の中で最高の impact factor がついた雑誌に

掲載された。この後欧米の研究者による追試結果が引き

続き発表されている。

疾病登録関連論文

論文 81～108 は滋賀県高島町（後に高島市）で脳卒中

と心筋梗塞発症登録を我々が行ってきたデータを基に研

究した論文である。これらのほとんどはバングラデシュ

からの留学生である Turin 博士とその妻 Rumana 博士に

よる仕事である。脳卒中，心筋梗塞発症および予後の季

節変化や日内変動，両疾患発症の年次推移など重要な所

見を発表している。お二人は日本語の読み書きはほとん

ど出来ないのであるが，英語が堪能で基礎的科学・医学

能力が十分ある。医学分野での研究に日本語能力は対し

て重要でないことを証明している。重要なのは英語と科

学，医学の能力である。二人はさらに研究を続けるため

カナダの大学へ移った。彼らが世界に羽ばたくためには

カナダに移ったことはよいことだと思う。

京都女子大学学生が主著の論文

論文 109～114 は京都女子大学学生が主著の論文であ

る。医学部には学士と博士しかなく，京都女子大学に就

任するまでは修士論文の指導をした経験はなかった。ど

こまでが修士論文の研究に該当し，どこまで以上が博士

論文の研究に値するのかの区別は判然としない。とにか

く修士課程の学生さんにも有益な研究を行ってもらうこ

ととした。そのように指導したわけであるが旧姓片野さ

ゆりさんは優秀で本当に頑張った。最初の論文こそ解析，

執筆に大幅の援助を必要としたが，2 つめの論文以降は

順調に進んだ。企業に務める従業員の検診と生活習慣を

調査したデータを基に解析し，2 年間の修士課程の間に

実に 5つの論文にまとめることが出来た。それぞれが医

学博士の学位論文に値するものだと認識している。論文

114 は学部学生が主著の論文である。大学院進学に役立

てばと願っている。

そ　の　他

論文 115～122 はこれまでの分類のどれにも属さない

もので，遺伝子多型（SNP）と高血圧に関する論文など

が含まれる。
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